
と  の尼崎運河の環境を良くする研究
解説編︕

⿂の住処づくり！
⿂のゆりかご機能（稚⿂が⽣育する機能）を
強化、⽣物多様性を⾼めることを⽬的に
⼩型の⿂類（ハゼ科）のための垂下式⿂礁の
開発を⾏っています。意外な⽣物も集合︕︖
チチブや甲殻類の
⽣息場所を増やす
⽅法を実験中︕
運河のハゼの⾷品
安全性評価も実施

【解説】
・これまで尼崎運河では，クロダイなど３１種類の⿂やスジエビ属，モクズガニといった甲
殻類の⽣物が⾒つかっています。スズキやニホンウナギなどは運河と海を⾏き来し，ハゼ
科のチチブなどは⽣まれてから死ぬまで尼崎運河にいる⿂類です。

尼崎運河でのさまざまな
タイプの⿂礁を発明し、
実験でその効果を
確かめています︕

図 ⽣物種の安定同位体（⾷物連鎖）1)
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図 ロープを使った新型⿂礁3)

・北堀運河の⽣物の⾷物連鎖を解析したところ、⽔中の窒
素やリンといった栄養を利⽤して増える付着藻類をス
ジエビ属が⾷し、それをチチブが餌にし、さらにスズ
キがチチブを餌資源にしていること1）がわかりました。
そこで、この⾷う⾷われるの関係から『太く・⻑く・
なめらかな⾥海の物質循環』を創出し、尼崎運河の⽣
態系を豊かにすることを考えました。

・物質循環の創出にあたっては、運河の「⽣き物の⽣息場
が乏しい」「貧酸素化する」といった課題を考慮し、
⾼い貧酸素耐性をもつチチブを対象にした住処づくり
を始めました。⽵、塩ビ管や牡蠣殻などを使った住処
を貧酸素化しにくい表層に置くと、たちまち多数のチ
チブが蝟集し、その数は１年で約10倍になりました2）。
また、産みつけられた卵を確認できました。しかし、
⼆枚⾙のコウロエンカワヒバリガイが過剰に付着し、
住処は⽬詰まりし、⿂礁機能は数年間で失われてしま
いました。

・現在は、⼆枚⾙が構造物に付着することを逆に利⽤して、
付着することで⽣物の⽣息場所が作られるというこれ
までない発想で、ロープを使った簡単な構造、メンテ
ナンスフリー、⻑期間維持、多様な⽣物の住処となる
新しい⿂礁の開発に向けた実験3）を⾏っています。
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